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同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
は
皆
様
に
多
方
面
に
わ
た
り
ご
活
躍
い
た

だ
い
て
お
り
、
会
長
と
し
て
も
心
強
く
存
じ
て
お

り
ま
す
。
お
蔭
様
で
東
京
都
同
窓
会
も
「
日
体
大

だ
ま
し
い
」
で
ご
報
告
し
て
い
る
と
お
り
、
種
々

の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
充
実
し
た
活
動
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
が
た

の
暖
か
い
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
今
年
も
日
本
体
育
大
学
東
京
都
同
窓
会

の
定
期
総
会
を
七
月
十
九
日
（
土
）
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
会
員
七

十
余
名
、
来
賓
に
前
理
事
長 

塔
尾
武
夫
氏
、
全

国
同
窓
会
会
長 

滝
沢
康
二
氏
、
関
東
女
子
の
集

い
の
代
表 

星
野
百
合
子
氏
の
出
席
で
予
定
通

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
挨
拶
後
、
式
次
第
に

則
り
日
頃
か
ら
同
窓
会
員
と
し
て
、
地
道
な
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
八
名
の
先
生
方
の
表
彰
を

行
な
い
ま
し
た
。 

引
き
続
き
議
案
一
号
・
二
号
の
議
事
に
入
り
、

続
い
て
平
成
二
五
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

平
成
二
五
年
度
監
査
報
告
に
続
き
一
括
審
議
の

後
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
平
成
二
六
年
度
事

業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
一
括
審
議
の
後
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
十
六
時
よ
り
一
時
間
に
わ
た
り 

今 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
度
新
し
く
就
任
さ
れ
た
全
国 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
窓
会
会
長
の 

瀧
澤
康
二
様
よ

り
今
後
の
同
窓
会
に
つ
い
て
の

展
望
と
六
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

い
よ
い
よ
日
本
体
育
大
学
が
結

束
す
る
時
を
迎
え
た
と
の
力
強

い
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

第
二
部
の
懇
親
会
は
大
学
の
食
堂
に
場
所
を

移
し
、
十
七
時
十
五
分
よ
り
予
定
通
り
の
開
始
と

な
り
ま
し
た
。 

始
め
に
阿
部
茂
明 

副
学
長
の
挨
拶
を
戴
き
、

引
き
続
き
東
京
都
保
護
者
会
、
会
長
竹
之
内
勝
也

氏
の
挨
拶
（
都
内
学
生
一
三
四
三
名
の
代
表
）
他

五
名
の
役
員
の
ご
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

日
体
荏
原
高
等
学
校
出
身
の
教
育
実
習
生
も
加

わ
り
、
若
い
新
鮮
な
感
覚
と
熟
達
さ
れ
た
諸
先
輩

と
和
気
藹
々
と
過
ご
し
て
い
る
姿
に
同
窓
会
の

将
来
の
夢
を
感
じ
ま
し
た
。 

本
学
も
創
立
一
二
三
年
を
迎
え
母
校
の
歴
史
、

そ
れ
は
同
窓
会
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
母
校
の

発
展
を
支
え
る
の
は
、
ひ
と
え
に
同
窓
生
の
活
躍

に
あ
り
ま
す
。
同
窓
の
力
は
、
持
続
的
な
も
の
で

あ
っ
て
こ
そ
本
来
の
同
窓
の
姿
だ
と
理
解
し
て

お
り
ま
す
。 

ま
た
、
支
部
会
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
り
、

年
々
支
部
会
の
活
動
回
数
も
増
え
て
来
て
お
り
、

喜
ば
し
い
限
り
と
受
け
止
め
、
そ
の
都
度
、
東
京

都
同
窓
会
か
ら
代
表
役
員
を
送
り
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
母
校
の
近
況
報
告
等
を
さ

せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。 

今
後
日
本
体
育
大
学
東
京
都
同
窓
会
が
確
固

た
る
歩
み
を
続
け
て
い
く
為
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
相
応
し
た
機
動
力
と
価
値
を
生
み
出
す

団
体
と
し
て
新
た
に
出
発
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。 

東
京
都
同
窓
会
は
若
年
層
の
多
忙
、
役
員
の
高

齢
化
、
会
員
構
成
の
変
化
等
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。 

日
本
体
育
大
学
同
窓
会
は
、
体
育
に
関
す
る
学
識

と
経
験
と
指
導
力
の
豊
富
な
団
体
で
あ
り
、
六
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
、
五
輪
の
精
神
を
社
会
全
体
広
げ
育
む
中
心

的
存
在
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

最
後
に
「
日
体
大
だ
ま
し
い
」
も
（
第
十
四
号
）

よ
り
、
同
窓
会
に
広
報
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
発

行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
て

お
き
ま
す
。 

 
 

東
京
都
教
員
採
用
候
補
者
選
考 

対
策
講
座
を
終
え
て 

東
京
都
同
窓
会
教
育
支
援
委
員
会 

副
委
員
長 

小
橋
川
和
子 

 

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
「
同
窓
生
の
た
め

の
同
窓
生
に
よ
る
」
教
員
採
用
候
補
者
選
考
対
策

講
座
を
実
施
し
た
。 

 

六
月
の
開
催
に
向
け
、
卒
業
を
控
え
た
在
校
生

に
三
月
一
日
よ
り
学
内
で
の
周
知
、
さ
ら
に
既
卒

者
に
は
大
学
の
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使

い
Ｐ
Ｒ
し
五
月
十
五
日
ま
で
の
申
し
込
み
受
付

を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
在
校
生
（
四
年
生
）
と
既

卒
者
合
わ
せ
て
二
九
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。 

 

一
方
、
今
年
度
よ
り
昨
年
に
も
増
し
、
試
験
に

向
け
た
取
り
組
み
と
学
習
の
仕
方
等
に
つ
い
て

冊
子
を
作
り
詳
細
な
準
備
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、

中
学
校
・
高
等
学
校
の
元
管
理
職
が
委
員
会
の
中

心
と
な
り
、
仕
事
を
終
え
た
午
後
六
時
過
ぎ
よ
り

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
数
回
行
い
体
制
を
整
え

臨
ん
だ
。 

講
座
は
六
月
の
土
曜
日
二
回
、
日
曜
日
二
回
計

四
回
の
開
催
、
開
催
時
間
は
、
午
前
十
時
よ
り
午

後
五
時
ま
で
、
既
卒
者
か
ら
は
、
資
料
代
と
し
て

毎
回
千
円
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

講
座
内
容
は
、
前
年
度
の
教
職
教
養
・
専
門
教

養
等
の
問
題
を
使
い
、
学
習
の
進
め
方
を
始
め
、

問
題
演
習
、
論
作
文
問
題
演
習
、
個
別
相
談
の
指

導
等
、
講
義
形
式
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
対
応
で
丁
寧

に
行
っ
た
。 

猛
暑
の
中
、
毎
回
十
名
か
ら
十
八
名
の
受
講
者

で
あ
っ
た
が
、
四
人
か
ら
七
人
の
講
師
で
対
応
し

た
。
そ
の
結
果
、
東
京
都
教
員
採
用
試
験
受
験
者

八
名
の
内
一
次
合
格
者
四
名
で
あ
っ
た
。
受
講
者

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
今
後
の
対
応
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
残
念
な

結
果
で
あ
っ
た
受
講
者
に
対
し
再
度
挑
戦
す
る

よ
う
激
励
の
手
紙
を
送
っ
た
。
最
終
結
果
は
十
月

中
旬
の
発
表
で
あ
り
結
果
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
大
学
側
と
連
携
し
一

次
試
験
合
格
に
向
け
大
学
で
実
施
し
て
い
る

諸
々
の
講
座
の
参
加
状
況
や
そ
の
分
析
、
改
善
策

等
を
伺
い
、
教
職
・
専
門
教
養
共
に
地
道
な
学
習

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
さ
ら
に
、
東

京
都
同
窓
会
が
対
策
講
座
を
開
催
し
て
い
る
こ

と
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
早
い
時
点
で
行
い
、
よ
り
多
く
の

参
加
者
を
募
っ
て
い
く
た
め
の
方
策
が
必
要
と

考
え
た
。 

次
年
度
に
向
け
、
将
来
は
体
育
界
の
リ
ー
ダ
と

な
る
さ
ら
に
質
の
高
い
教
師
の
輩
出
を
目
指
し

東
京
都
同
窓
会
挙
げ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。 

 

回
想 

 
 

多
摩
支
部
長 

小
嶋 

昭
和 

 

八
チ
公
口
を
出
て
交
番
前
を
右
折
し
た
所
が
宮

益
坂
下
の
交
差
点
で
あ
る
。
青
山
方
面
に
行
っ
て
２

つ
目
の
信
号
が
渋
谷
郵
便
局
前
。
こ
の
近
く
に
御
嶽

神
社
が
あ
る
。
昭
和
三
十
年
こ
ろ
、
こ
こ
の
拝
殿
で

東
京
都
同
窓
会
の
幹
事
会
が
行
な
わ
れ
た
。
集
ま
っ

た
の
は
池
上
金
治
、
笹
原
六
郎
、
濱
田
晴
一
、
西
岡

武
夫
、
そ
の
他
の
先
輩
方
で
あ
っ
た
。
一
番
の
若
僧

は
昭
和
二
八
年
卒
の
私
。
議
題
は
会
員
の
掘
り
起
こ

し
と
名
簿
の
作
成
で
あ
っ
た
。
天
井
が
高
い
板
の
間

に
裸
電
球
が
一
つ
。
火
の
気
は
な
い
。
座
布
団
の
上

に
胡
坐
を
か
い
て
居
た
が
寒
く
て
顔
が
強
張
っ
て

く
る
。
こ
こ
を
会
場
に
選
ん
だ
理
由
は
分
か
ら
な
い

が
、
お
そ
ら
く
深
沢
に
行
っ
て
も
暖
房
は
無
い
、
桜

新
町
ま
で
は
時
間
が
か
か
る
。
帰
り
の
事
を
考
え
る

と
渋
谷
駅
の
近
く
に
集
ま
っ
た
方
が
正
解
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
神
職
に
頼
ん
だ
の
は
誰
な
の
か
。
借

用
料
は
払
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
輩
の
多
く
が
鬼
籍

に
入
ら
れ
た
今
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な
い
。 

当
時
は
会
員
と
会
う
に
し
て
も
自
家
用
車
を
持
っ

て
い
た
先
輩
は
居
な
か
っ
た
と
思
う
。
タ
ク
シ
ー
代

は
高
く
て
庶
民
の
乗
り
物
で
は
な
か
っ
た
。
バ
ス
は

回
数
が
少
な
い
。
自
転
車
と
い
う
手
も
あ
る
が
遠
く

ま
で
は
無
理
。
地
下
鉄
は
銀
座
線
の
み
。
そ
の
料
金

は
十
円
均
一
で
あ
っ
た
。
家
庭
に
電
話
が
入
っ
た
の

は
昭
和
三
十
年
代
の
後
半
と
思
う
。
今
の
よ
う
に
自

家
用
車
あ
り
。
携
帯
電
話
あ
り
ス
マ
ホ
あ
り
、
瞬
時

に
相
手
の
声
が
聴
け
る
世
の
中
と
は
訳
が
違
う
。
こ

ん
な
時
代
に
会
員
の
消
息
を
確
か
め
名
簿
を
作
る
。

そ
の
過
程
に
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
、
ご
苦
労

が
有
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

手
許
に
「
昭
和
二
九
年
十
二
月
現
在
」
と
印
刷
さ

れ
た
全
国
同
窓
会
名
簿
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
東

京
都
の
会
員
は
三
八
五
人
で
あ
る
。
最
も
多
い
地
区

は
多
摩
で
四
六
人
。
次
が
千
代
田
地
区
の
三
九
人
。

最
も
少
な
い
地
区
は
江
東
で
四
人
で
あ
る
。 

 

巻
末
に
編
集
後
記
が
あ
る
。
当
時
の
ご
苦
労
が
滲

み
出
て
い
る
文
章
な
の
で
原
文
の
マ
マ
転
記
す
る

こ
と
に
し
た
。 

「
昭
和
二
五
年
、
戦
後
、
第
一
回
の
名
簿
発
行
に
よ

り
吾
々
同
窓
の
消
息
を
知
る
こ
と
が
で
き
誠
に
喜

び
に
た
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年
、
修
正

を
加
え
完
全
に
近
い
も
の
に
い
た
す
べ
く
努
力
し

て
参
り
ま
し
た
が
何
と
い
た
し
ま
し
て
も
支
部
各

位
の
御
協
力
を
得
な
け
れ
ば
到
底
な
し
と
げ
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
発
行
に
い
た
し

ま
し
て
も
活
版
刷
り
に
す
る
た
て
ま
え
で
あ
り
ま

し
た
が
予
約
数
が
余
り
に
も
少
な
く
到
底
発
行
不

可
能
な
状
態
で
し
た
が
一
部
有
志
の
切
な
る
希
望

も
あ
り
ま
し
て
今
回
は
謄
写
刷
り
で
発
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」 

平
成
二
六
年
度
東
京
都
同
窓
会 

定
期
総
会
報
告 

東
京
都
同
窓
会
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
田
信
之 

「
同
窓
会
の
絆
」
の
発
展
を
願
っ
て 



       
大
学
を
卒
業
し
、
中

学
校
に
赴
任
し
た
。

二
年
目
、
初
め
て
体

育
的
行
事
委
員
会
委

員
長
と
な
り
、
学
校

の
中
心
と
な
り
運
動
会
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
。

三
年
生
の
学
級
担
任
を
し
て
い
た
私
は
、
「
生
徒
達

が
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
運
動
会
へ
向
け
て
の

練
習
が
始
ま
る
」
と
、
大
学
で
学
ん
だ
集
団
行
動
や

技
能
指
導
、
行
事
運
営
や
生
徒
指
導
を
駆
使
し
よ
う

と
気
合
が
入
っ
て
い
た
。
朝
礼
台
の
上
で
全
体
に
向

け
て
の
号
令
、
全
校
体
操
の
指
導
と
進
め
て
い
く
う

ち
に
、
数
人
の
生
徒
た
ち
が
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
な

い
こ
と
に
気
付
い
た
。
大
き
な
声
で
頑
張
る
よ
う
励

ま
す
が
、
な
か
な
か
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
練
習
終
了
後
、
そ
の
生
徒
達
に
話

を
聞
く
と
、「
体
を
動
か
す
の
は
、
好
き
じ
ゃ
な
い
。

だ
か
ら
運
動
会
も
嫌
い
」
と
い
う
。
「
す
べ
て
の
子

ど
も
達
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
」
と
思
い
込

ん
で
い
た
私
の
大
き
な
思
い
違
い
で
あ
っ
た
。
ま
た

保
健
の
授
業
で
は
、
身
近
な
話
題
を
取
り
上
げ
て
、

意
見
交
換
を
行
う
よ
う
取
り
組
ん
だ
が
、
思
う
よ
う

に
生
徒
達
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来

ず
、
活
発
な
授
業
と
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
「
生

徒
達
が
授
業
に
乗
っ
て
こ
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
」

と
悩
ん
だ
。 

そ
ん
な
時
、
先
輩
の
体
育
の
先
生
や
他
教
科
の
先

生
が
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。
夜
遅
く
ま
で
意
見
交
換

を
し
た
。
ま
た
学
校
が
終
わ
る
と
「
飲
み
二
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。
管
理
職
の
先
生

も
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
地
区
の

保
健
体
育
科
研
究
部
や
東
京
都
の
保
健
体
育
科
研

究
会
に
所
属
し
て
、
教
材
研
究
や
教
具
の
開
発
、
研

究
授
業
を
行
い
、
指
導
を
仰
ぐ
な
ど
、
自
分
な
り
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
「
い
い
授
業
を
行
う
こ
と
が
、

運
動
好
き
な
生
徒
を
育
て
る
」
と
常
に
思
い
な
が
ら
、

授
業
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

 

教
員
生
活
の
後
半
は
、
管
理
職
と
な
り
学
校
運
営
、

人
事
管
理
、
保
健
体
育
科
研
究
会
の
指
導
的
立
場
と

な
っ
た
。
文
部
科
学
省
の
全
国
体
力
・
運
動
能
力
等

調
査
検
討
委
員
会
に
長
く
関
わ
り
、
全
国
的
な
体
力

の
低
下
に
ど
う
対
応
す
る
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

今
、
大
学
で
体
育
の
教
員
を
目
指
す
学
生
に
授
業

や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
に
は
、
保
健
体
育
の

授
業
を
通
し
て
、
「
で
き
る
、
分
か
る
」
→
「
楽
し

い
」
→
「
続
け
る
」
→
「
体
力
が
高
ま
る
」
と
い
う
、

好
循
環
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
授
業
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。 

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
設
置
に
つ
い
て
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
長
年
、
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
が
「
強
化
」、

日
本
体
育
協
会
（
日
体
協
）
が
「
普
及
」
と
役
割
が

分
担
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
所
管
は

五
輪
が
文
科
省
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
厚
生
労
働
省

と
分
か
れ
て
お
り
、
支
援
強
化
の
観
点
か
ら
一
本
化

を
求
め
る
声
が
強
か
っ
た
。
政
府
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
を

新
た
な
「
司
令
塔
」
に
据
え
、
国
家
戦
略
と
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
構
え
だ
。 

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
国
民
の

関
心
が
高
ま
る
。
こ
の
時
代
に
、
日
体
大
で
学
ん
だ

保
健
体
育
の
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
効
活
用

し
て
、
学
校
現
場
や
研
究
機
関
、
社
会
体
育
や
地
域

で
生
か
し
、
そ
の
中
心
と
な
り
活
躍
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。
日
体
大
の
学
生
に
は
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。 

 民
間
か
ら
教
員
に
な
っ
て 

東
京
都
立
新
宿
高
等
学
校 

教
諭 

岡
崎 

寛 

私
が
教
員
を
志
し
た
の
は
、
平
成
二
三
年
の
秋
の

こ
と
で
し
た
。
平
成
二
五
年
度
に
期
限
付
採
用
、
平

成
二
六
年
度
に
正
規
採
用
さ
れ
、
こ
の
春
か
ら
都
立

新
宿
高
等
学
校
の
保
健
体
育
科
教
諭
と
し
て
赴
任

し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
も
、
一
年
生
参
加
の

臨
海
学
校
、
顧
問
を
す
る
水
泳
部
の
合
宿
の
引
率
、

と
慌
た
だ
し
い
な
が
ら
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
駆
け
抜
け
た
」
赴
任
以
来
の

数
か
月
を
振
り
返
り
つ
つ
、
今
回
、
民
間
か
ら
教
員

へ
と
転
身
し
た
自
身
の
経
験
を
、
拙
い
な
が
ら
寄
稿

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

教
職
に
就
く
以
前
は
、
飲
食
店
経
営
を
し
て
い
ま

し
た
。
数
年
か
か
っ
て
軌
道
に
乗
り
出
し
た
店
舗
の

経
営
は
、
大
変
な
が
ら
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
朝
早
く
か
ら
深
夜
ま
で
続
く
勤
務

体
制
の
た
め
に
体
調
を
崩
し
た
私
は
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
自
分
自
身
の
今
後
を
考
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
大
学
時
代
に
取
得
し
て
い
た

教
員
免
許
の
更
新
講
習
を
母
校
で
受
講
し
、
東
京
都

の
社
会
人
枠
の
教
員
採
用
試
験
を
受
験
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。 

経
験
の
乏
し
い
自
分
に
は
、
少
し
で
も
教
育
に
携

わ
る
こ
と
で
知
識
と
経
験
を
積
む
こ
と
が
重
要
と

考
え
、
教
員
採
用
候
補
者
選
考
合
格
ま
で
の
受
験
期

間
中
は
、
小
学
校
で
の
補
助
指
導
教
員
、
高
校
で
は

定
時
制
の
非
常
勤
講
師
な
ど
の
職
を
兼
務
し
、
ま
た
、

「
東
京
都
同
窓
会
主
催
の
論
文
対
策
講
座
」
に
参
加

し
、
多
く
の
先
輩
の
経
験
を
聞
く
こ
と
で
準
備
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
教
員
を
し
な
が
ら
感
じ
る
こ
と

は
、
こ
れ
ら
の
経
験
が
自
分
を
大
き
く
助
け
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
最
も
深
く
気
付
か
さ
れ
た

こ
と
は
、
い
か
に
真
剣
に
生
徒
と
向
き
合
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ
個
性
を
伸
ば
す
こ
と
を
助
け
る
役
割

を
果
た
す
か
が
、
生
徒
の
人
と
し
て
の
成
長
に
影
響

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

あ
る
小
学
校
の
補
助
指
導
員
と
し
て
関
わ
っ
た

ク
ラ
ス
で
は
、
学
級
崩
壊
寸
前
の
状
況
で
、
数
人
の

生
徒
が
常
習
的
に
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
し
、

高
校
の
定
時
制
で
は
、
多
く
の
生
徒
が
複
雑
な
家
庭

環
境
の
中
、
日
中
は
働
き
な
が
ら
授
業
を
受
け
に
来

て
い
ま
し
た
。
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
が
、
出
会

っ
た
多
く
の
生
徒
は
、
真
剣
に
話
を
聞
き
、
理
解
す

る
こ
と
に
努
め
て
み
る
と
、
自
分
を
表
現
す
る
場
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
心
に
余
裕
が
生
ま
れ
た

よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
、
他
者
と
の
関
わ
り
合
い
に

関
心
を
持
ち
、
心
配
り
が
出
来
る
よ
う
に
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。 

そ
れ
ま
で
の
経
営
者
の
立
場
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

に
来
る
学
生
な
ど
を
採
用
す
る
際
に
、
い
か
に
こ
ち

ら
の
求
め
る
戦
力
に
合
う
人
材
を
雇
う
か
、
育
て
る

か
に
ば
か
り
焦
点
を
当
て
て
き
ま
し
た
。
教
員
と
な

っ
た
今
は
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
柔

軟
性
を
備
え
た
人
間
を
育
て
る
側
に
立
っ
た
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
持
つ
可
能
性
、
特
性
を

う
ま
く
引
き
出
し
、
個
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
信
を
持

つ
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
社
会
に
出

て
か
ら
も
、
役
割
を
き
ち
ん
と
こ
な
す
こ
と
の
で
き

る
人
材
を
育
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
在
勤
務
す
る
学
校
で
は
、
今
ま
で

よ
り
も
さ
ら
に
密
接
に
生
徒
と
接
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
多
忙
な
が
ら
も
や
り
が
い
を
感
じ
、

日
々
の
授
業
や
、
行
事
、
部
活
動
を
通
し
て
、
生
徒

が
成
長
し
て
い
る
様
子
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
ま

だ
ま
だ
新
米
教
師
と
し
て
、
自
身
も
多
く
を
学
ぶ
べ

く
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

平
成
二
六
年
七 

 

月
二
八
日
、
第 

一
回
広
報
委
員

会
を
本
学
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
教
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
時

に
ご
委
嘱
し
た
各
委
員
（
四
名
の
先
生
方
）
全
員
に

ご
集
合
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

協
議
内
容
は
、
広
報
誌
を
同
窓
会
の
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
、
組
織
的
に
編
集
や
発
行
の
業
務
を
進
め

て
い
く
こ
と
。
委
員
の
役
割
分
担
、
編
集
方
針
、
第

十
四
号
の
編
集
・
発
行
計
画
、
平
成
二
七
年
度
の
発

行
計
画
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
協
議
内

容
を
理
事
会
に
ご
報
告
し
、
ご
承
認
を
い
た
だ
く
。 

委
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

委
員
長
・
小
橋
川
（
同
窓
会
副
会
長
）
、
委
員
・
大

西(

都
立
雪
谷
高
校
長)

、
角
杉(

帝
京
大
学
講
師)

、

五
石(

㈱P
U

C

勤
務) 

教
員
生
活
を
振
り
返
っ
て 

日
体
生
に
望
む
こ
と 

玉
川
大
学 

客
員
教
授 

 

山
田 

稔 

 

平成２8 年度東京都教員採用候補者選考試験対策講座開催予定 

講  師 日本体育大学卒業で東京都公立学校管理職(校長・副校長)の経験者 

講  座 全４回(計画中) 

会  場 日本体育大学 東京・世田谷キャンパス内の教室 

開催日時 平成 27年 6月中に実施を計画しています。 

費  用 １，０００円(各回ごと) 

主  催 日本体育大学東京都同窓会教育支援委員会 

共  催 日本体育大学東京都保護者会(予定) 

問合せ先 日本体育大学学生支援センター、日本体育大学東京都同窓会  

講座内容(平成 26 年度実施の例) 

第１回 受講と選考受験の基本的な準備、教養問題演習、専門教養問題演習、教

養問題と論文問題の学習方法の指導 

第２回 演習教養問題解説、教養問題学習の進め方、論文問題演習、論文添削 

第３回 論文問題の演習、論文問題演習の振返り、評価を活用した学習法 

第４回 第三回と第四回は、同じ内容となります。 

※ 『個別の指導と相談 』論文演習の添削指導を含み個人的なアドバイスや相談

にのることができます。講義の時間は、各回ともに 10:00から 16:00 (途中昼

食休憩があります。) 東京都以外の自治体を受験希望の方、他自治体の同窓生

で東京都の採用試験を受験される方も参加可能です。（内容は、過去の東京都

教員採用試験を参考に実施いたします。） 


